
平成 17 年 6 月 27 日

国際ロータリー第2640地区
世界社会奉仕委員会御中

堺清陵 ロータリークラブ

世界社会奉仕委員長

１）活動内容 (実施国・日時・場所・対象等について報告書があれば別紙と記載し添付して下さい)

０５年９月インドネシア共和国BALI-TAMAN RC　との友好クラブ提携成立の
記念に同国の貧困児童のため奨学金贈呈を計画し地区ＷＣＳの申請を行った。
　
プロジェクト名：社会安全組織　奨学金プログラム
国内協力クラブ（２６４０地区）及び金額は和泉ＲＣ72,000円、
堺南ＲＣ86,000円、堺泉ヶ丘ＲＣ20,000円、堺フェニックスＲＣ172,080円
堺清陵ＲＣ208,000円、合計558,080円（48,000,000ルピア）となった。

２）活動結果 (反省や今後の目標などもあれば記載して下さい。)

堺清陵ＲＣから合計金額をTAMAN RC　に本年2月に送金した。公的機関のお役人
に渡してしまうとその後の行方がわからなくなることがあるので、学校、児童
の方へもTAMAN　RC　から直接贈呈をすることになり、別紙要領で行ったとの
報告が届きました。報告書では、合計294名の児童に教科書、制服、靴、現金
等を公的機関、校長先生、教師、父兄の皆さんの見守る中で手渡し、領
収書のサインをもらったとあります。また、この機会にTAMAN RC　と
堺清陵ＲＣの横断幕を持ち歩き、両クラブの関係と奉仕活動内容を説明し、
ロータリーに対する理解を深めてもらう活動をしたとあり、大変有意義で
あったと思っています。各協力クラブに感謝状を送ってもらうことに
なっています。
次年度は同じ要領で貧困女性に対する性感染症の検査、治療を行い、
性感染症の予防についての講演を行う。移動クリニックの支援を行いたいと
思っています。

以　上

mail  info@ri2640d.jp

みだしの件につき、当クラブで実施したWCS(世界社会奉仕)活動について、下記の通り報告致します。

渭東　祥晃

恐れ入りますが、地区報告を6月25日までにお願い致します。

第2640地区　カバナー事務所　FAX 073-428-2643

世界社会奉仕(WCS)
                　　　　　　   2004～2005年度 活動報告書
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堺滞展ロータリ
ークラプ提FIBのWCSプ ロジ貫クト

ーパ夢島の貧園児献に対する奨字金に

ついて下記の通り般告設します。

2005年 2月 14日、D2640の 5つのロ
ータリークラブから合計¥う5軌030の現金軒贈を受

け、ァレビアに換金48.伍nOgnル ピアの資金を得た。

例会にて小学校避択の対厳を行い、次の4つ
の小学校が鴻ばれた :

Aコ Bulole■g(北 印パブ州、プレレン県)目 立第4小学
校―往復0時間

B,Denpasar(州 都デンパサル市)日 立第 17小学校
一往復 I時間

c,C,a■ yar(買部ギア■ヤ
ール県)日 立第1小学校

―往復a時間

D,Xaranぃ 碑m (東 部カランアサム県)国 立第1&第 2小学校
(2挟)往 復 4時間

上記各項当り012_000am膨 主Iと し、
一人の生徒さんが1年に最優必要な金頭を

40万

ルピアとし、各枝 30れの染学生と決定、バンタ
マンロータリークラプ会員の中から各学械担曽

質任岩が選出された。

現金を各枝へ手渡すだけに維わらず、インドネ
シアの新学射は7月 の為、6月長期休日に入る

前、国から教科書が決定されるのを待つて、現
働支船を行う方が、有効的である。まだけ例的

余裕があるので、その問を利用して 発 学金を受
ける児室の通抜を行うことにした。各担

当距

任肴は学校へ出かけて行き枚掟先生や先生力
とこのプロジエクトの趣胃説明を行い、その学桜

で何が一番求められているのかの開さ取り調査を行
つた。

その結果、学校によりまちまちを回容が出てき
たものの、タラプとしては、概ね離

―した物flJ

と最低配の現金の支船を行うことが妥当である
ことを決鶴した1つまり、教科争、制‖、冊はヽ

児ヨが登粧するに最小限の援助で
あることから、それらを最も安価でタラ

ノが購入し現筋で文

結することになった。また、父兄会安が支払
えない為に駐按できなくなる児童もいう

ことから、

父兄会賢は仕方ないので、学校
へ現金文補することとし蔦

S,受 け渡しの日取りは、長拐休日に突入する前
までに、各県の文部省出先機B8、枚長、政

師

父見立会いのもと、ロ
ーグリークラプパリタマンの代表

が各学校へ出かけて行つて醸波する
直

とにした。つまり、6月 上ら口、18日、17日、
18日の 4日田で全てを回り終Tし た。

6,以 下はその鮮細である。

(命 6R_温 日 プ レレン県窮 4小
学枚鮪田 : こ の学校は全体的に大変貸し

い地城の

学段なので、204る の児賞に、台針
l.200万ルピア相当の贈与を行つた。

3 ,

4,
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6月 避 日 デ ンパサル市第 17▲祭枝訪問 : 町 の中にある学技でltあ
るが、

貸しい頭既の児Iの 多い学校て、30る
の児まに合計 1200ア ルピア相当のA"与を行つ

た。発学金を受ける児■の父兄を全部呼んであ
つた。

: 学 校の名前の通り、この地区で

初めて出来た古い学校であるが、町の男風と共に取り残されて意
れられかけて

いる貴しい戦 80ら の児童に合計 1瓜)0万′
レピア相当の贈与を行つた。ここでも父

兄全員を呼んであつた。

! 山 村の学校て、小人数の

お 2つ の学校を辺び、合間で確涯式を行つた。1校 に
つきよ5をずつ、各 600万 /レピ

ア、2桜で合計 ユ抑0万 ルピア相当の贈与を行つた。私たち
の防脚に際し、学雲会よ

ろしく2校 の生徒さん出が踊りや転を抜露してくれた。父兄
のう加fまなかつた。

当日はどの学快へも、教科書、制服、靴、現金などを持参し、公的機聞 (X部
行の各県)

の代表の立会いのもと、技長党生、敏師の力
々、父見のみなさん、数名の日

―タリーク

ラプのメンパーと会長の兄守る前で、現勅や現金を手渡した後 書 面に領収
の記しとし

ての署名をお願いして、皆で岡念写真を撮りました。書画中、3人の名前
がありますが、

女上は枚長先生、右上は公的機関のお役人の方、それにRCパ
ジタマン現会長の

InacSugantiのサインです。(没,NIPと いう文字がありそのあとに、数字
があります

が、それは公務員員番号という意味で、全国の全公務員中同じ番号
は一つもありません)

ぼ節状の書式は学校により各々具なりますが、意味は
殆ど同じで、感球の意が装切され

ています。(インドネシア播で申し択ありません)

又、この好機会に、私達は堺消陵ロ
ータリークラプとパリタマンロ

ータリークラプの両

方の名前の入つた 績 断率音響億して4被に持ち歩き写真を投
る前に=ラ フティ元争景

から ロ ータンークラブとは何か、私避と堺滞度とのBlg保、
どんなな仕活動をしてし`あ

かを簡単に脱明し、地域社会の方々にロ
ータリーに対する理解を深めてもらう活動を行

いました。

このプロジエクト担当元会長N出4waばから、6月
21日 (火)の 例会で 以 上の報告がなされ、メ

ンパー全員に承阻されました。私 万 電子イ
スカンダールは、15日性阿行できませんでしたが、他

は全部
一倍に行つてまいりました。写真と共に、各枝から

のぼ僻状 (策学生名簿村き)、及び ク フ

/会長からの感謝状をおおりしますので、お納め下さ
い。

万亀子 イ スカンダ
ール

RC Btt T3m地 元会長、 D3400
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